





月から73年 4 月にかけて、計 5 号 4 冊が刊行された。これまでの 2 本の論考






















　ところが、その希望を誌面から感じとれるのは、 3 号までである。第 1 回
目の論考で書いたとおり、当初は季刊誌を目指して刊行された『アコマ』が
予定通りの刊行ペースを保てたのは 2 号までである。 2 号（1971年 7 月）
と 3 号（1972年 2 月）のあいだは約半年開き、 3 号から 4 　 5 合併号（1973
年 4 月）までは、ついに 1 年 2 ヶ月のブランクを空けることになる。『アコ

















　 1 　 1 　「出来事」なき「出来事」


















































































































































































フェスティヴァルの告知ポスター）がフォール = ド = フランスとラマンタ
ン市の壁に貼られたりしたことなどが報告されている。







ジャック・コルザニ（Jack Corzani）の『カリブ海百科事典 第 1 巻　文学
エドゥアール・グリッサンと『アコマ』（ 3）155

























































































































































































































































る」（A, pp.507　 8 ）。


























　最後に、エリザベットはなかでも特徴的な事例を 4 件紹介している。 1 ）
バスの中で男性が 3 人（うち 1 人は女性）に話しかけ、肌のもっとも明るい
男を「ドクター（医師）」と呼んで自分は出所したばかりだと金銭をせがみ、









































































































　 4 　 1 　メテリュス「一件落着」
























































































































































































のいくつかの問題への導入」（ 1 号）、「文化的行動と政治的実践」（ 4 　 5
号）、「言語的錯乱」（同）の計 3 つとなる。また、これに準ずるものとして、
IME での芸術と文化をめぐる討論会の発表原稿である、シュヴェロールの
フォークロア論（ 2 号、 3 号）およびグリッサンの演劇論（ 2 号）とその実




































（ 1 ） 中村隆之「エドゥアール・グリッサンと『アコマ』（ 1 ）」『立命館言語文化研
究』第27巻 2 ・ 3 号、2016年 2 月、189　205頁。同「エドゥアール・グリッサン
と『アコマ』（ 2 ）」『立命館言語文化研究』第29巻 4 号、2018年 3 月、29　50頁。
これらの論文の電子版は、立命館言語文化研究所の web サイトからオープンア
クセスで入手することができる。





（ 3 ） Édouard Glissant, Le discours antillais, Seuil, 1981, pp.100　101.
（ 4 ） この「出来事」には 2 つの、明らかな誤植が続く。« On peut discuter dme la 
エドゥアール・グリッサンと『アコマ』（ 3） 132
culture envoyée. On suppère qu’elle n’est peut-être pas adaptée ? » 下線部はそ




（ 5 ） 『アコマ』編集部の所在地の標記は、今号では、「ディディエ通り、1500キロ
（1500km, route de Didier）」 から 「ボワ・ティボー通り （route de Bois-thibault）」 
に変更されている。ただし、ボワ・ティボーはディディエとバラタとを結ぶ通り
であることから、同一の所在地である可能性が高い。
（ 6 ） カーネギーメロン大学（Carnegie Mellon University）のこと。なお今号で
は著者の姓の表記が揺らいでいるが（Siléniks, Syléniks）、一般には、Silenieks
である。








（ 9 ） オルティスへの言及は、原典への直接参照ではなく、ハースコヴィッツの以下
のフランス語訳からの重用であることをエリザベットは注記している。Melville 






























明 ら か に さ れ て い る。François Noudelmann, Édouard Glissant : l’identité 







（14） Glissant, Le discours antillais, op.cit., pp.363　381. 大きな変更点としては「 7
分析」の項目に具体的な事例が加筆されている点、また雑誌初出時には掲載され
ていた図の 1 つが収録されなかった点が挙げられる。
（15） Ibid., pp. 381　389. この原稿では初出掲載時の 2 つの図が割愛された代わりに、
末尾に1972年にシュフランのもとをグリッサンが訪れたさいのエピソードが『カ
リブ海序説』のほうでは新たに付け加えられている。






（17） Bernard Diederich et Al Burt, Papa Doc et les Tontons macoutes : la vérité 






次の著作から引用をしている。François Duvalier, Œuvres Essentielles tome 1 
: éléments d’une Doctrine, Presses Nationales d’Haïti, 1968. 本書は全 4 巻から
成り、アンセルムが引用する第 1 巻はデュヴァリエの民族誌学的論文と著作、医
学論文を中心に収録されており、大型の判型（縦24.2×横17cm）で全829頁から
なる（第 2 巻以降は大統領になるまでの過程および大統領就任後の政策をめぐる
記事と演説を中心に編まれている）。本書はデュヴァリエ自身がみずからを讃え
るために出版したことは明白であり、裏表紙には「本書は現世代から次世代以降
の人々までの教育に寄与することになる」と書かれている。
（20） そうした知識人は欧米の報道からデュヴァリエにきわめて否定的だと考えられ
るからだという。アンセルムはここでグリッサンが『アコマ』 1 号に掲載した
「心的不均衡の社会的＝歴史的諸基盤への導入」を参照しつつ、マルティニック
の歴史が不連続だと捉える IME のような知識人のあいだでは、デュヴァリエ主
義的発想が成り立ちえないことを確認している。
　付記　本論は、研究課題15K16716の成果の一部をなしている。

